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一般社団法人 広島県セクシュアルマイノリティ協会（通称：「かも？」Cafe）について	

●団体名：一般社団法人 広島県セクシュアルマイノリティ協会　（通称：「かも？」Café） 

●団体概要：セクシュアリティに悩み始める年齢でありながら、行動範囲も限られ、親の 
　　　　　　　　 管理下にあり情報を得る機会も乏しい若者、または遠くまで行くお金がない人でも、地元で 
　　　　　　　　 仲間と出会える居場所を「継続して作る」ことを目的に結成。 
                      広島市内と福山市で毎月交流会を行いながら、広島県の当事者が生きやすい環境作りを 
                      目指し、行政などへの働きかけを行う。 

●会員数：１１名 

代表者E-mail：kamocafe.bingo@gmail.com 
HP：http://kamocafe.main.jp/ 
Blog：http://kamocafe.exblog.jp/ 
Twitter：@KamoCafe_bingo 
Facebook：https://m.facebook.com/has20151022 

※キャラクター：かもちゃん	



TRCへ提案した企画概要	

【 寄付の使用用途 】 

●レインボーカラー 認知促進イベント開催費用 
　 IDAHO(アイダホ)「多様な性にYESの日」＠広島開催 

   メッセージ広告／メディア告知／街頭PRイベント／ 
　意識調査費 等  ・・・・・・・ ４０万円 

●理解促進用レインボーグッズ制作費  ・・・・・・・  ３０万円	

～中国地方で1,000人のアライサポーターを！～ 

まだまだLGBTへの受容性も、LGBTに対する取り組みも弱い中国地方。「アライ」の可視化を通じてマジョリティの意識変革を 
促すことで、当事者が少しでも息がしやすい空気を醸成することを目指す。２年間かけて「中国地方1,000人のアライの可視化 
プロジェクト」を実施（2016年度は300～400人を目標）。すでに運営している当事者交流カフェに加え、中国地方の活動団体が 
交流できる場を作り、地域の活性化を目指すことを目的とする。	

※プロジェクトアピールビジュアル	

「レインボーバタフライプロジェクト」	



●企画の背景 
行政の支援、地域社会の認知、当事者による「継続的な自助活動」の全てがほぼないため、当事者が 
顔を出して声を上げにくく、生きづらさを抱え、各地で孤立している。 

●目的 
（対当事者）：地域社会からのセクシュアルマイノリティの認知を上げ、孤立感を軽減させること。 
（対社会）：セクシュアルマイノリティが抱える問題を重要な人権問題として認知し、支援の必要性を 
　　　　　　 理解していただくこと。 

●上記のための手法 
１、中国地方での1,000人のアライの可視化 
２、中国・四国地方のNPO団体間のアライアンスの確率 
３、当事者交流会の増加と安定した開催の為の運営体制の確率 

●期待される効果 
１、理解促進グッズを用いたキャンペーンにより、地域社会の認知が広がりやすくなり、 
     運動のイメージが、ポジティブで明るいイメージに変わる。 
 ２、中国・四国地方で活動する団体と情報を共有し連携することで、行政への働きかけなど、 
      運動を進めやすくなる。 
３、「理解者」をサポーターとしてメッセージをもらい発信することで、当事者の孤立感が軽減。 
     また、活動に直接関わる「支援者」も増やしていくことで、自助活動が安定する。　　	

TRCへ提案した企画の詳細・背景	



TRCへ提案した企画　アクション① 

「レインボーバタフライグッズの作成・配布」	
～地方での活動イメージを明るいものへ～ 

「異常なこと」「かわいそうな人たち」「地味な人権活動」というイメージを、ポジティブな明るいイメージに変える。 
広げやすく、わかりやすく、すぐ行動に移せるシンプルなものを作成。華やかな見た目の「レインボーバタフライ」グッズ。 
バタフライエフェクト（個人の小さな行動が社会を変える）の意味を持つ、６色のレインボーバタフライをモチーフにした 
理解促進グッズを作成・配布します。当事者が見た目にわからないように、これを身に付けていただくことで理解ある姿を 
表明することにもつながります。	

※2016年8月20日の講演会参加者に配布したもの	

レインボーバタフライバッチ 
レインボーリボン 
ステッカー	

レインボーバタフライ缶バッチ	

レインボーピンバッチ	



TRCへ提案した企画　アクション② 

「メッセージの募集」	
～アライは身近にいる～ 

レインボーバタフライグッズを受け取る代わりにメッセージを 
書いていただきます。 
このように言葉にしていただくことで、理解ある姿を示そうとする 
身近にいるアライの存在を可視化していきます。	

※2016年12月人権週間に合わせ福山市ローズコムにて 
　　パネル展示を行ったときにいただいたメッセージ（一部）	

→これまでいただいたメッセージはFacebookにて 
　 ご覧いただけます。	

メッセージ募集チラシ	



TRCへ提案した企画　アクション③ 

「講演会・勉強会の開催」	

※2016年8月20日 
　 広島市内での講演会	

※2017年1月25日 
　 福山市主催講演会	

～理解を深めていただくために～ 

近くにいる当事者の存在を知っていただくための 
勉強会・講演会を実施。 
遠い世界の話ではなく、当事者は身近にいるが 
声を上げられない現状、そして求められる支援など 
について、理解を深めていただきます。	

●講演会、勉強会　参加人数：３１８名 

【 2016年度 】 
広島市内　40名／廿日市　110名 
福山市　58名／尾道市　100名／府中市　10名 ※来年度も引き続き、市町村での講演会、 

　 一般の経営者団体での講演会開催を予定。	



TRCへ提案した企画　アクション④ 

「啓発パネル展の開催」	
～より多くの人に知ってほしい～ 

県内の公共施設のロビーなどの場所で、啓発パネル展を開催。 
セクシュアルマイノリティへの理解と、本プロジェクトの認知とを行いました。	

●主なパネル展開催場所 

広島市内（広島県庁・ひとまちぷらざ） 
福山市（ローズコム・イコール福山） 
府中市 
などの公共施設や講演会会場にて 

●のべ来場者数　約３００名	

※2017年3月 
　 広島市内でのパネル展	

※2016年12月福山市内でのパネル展	



企画実行にかかる総額費用とTRCにて受け取った寄付金額	

●レインボーカラー 認知促進イベント開催費用 
　 IDAHO(アイダホ)「多様な性にYESの日」＠広島開催 
   メッセージ広告／メディア告知／街頭PRイベント／意識調査費 等	

400,000円	

700,000円	

●理解促進用レインボーグッズ制作費　	 300,000円 

【 企画実行にかかる総額費用 】 

647,830円   

【 TRCにて受け取った寄付金額 】 



企画の成功度を図る数値目標	

～中国地方で1,000人のアライサポーターを！～	

「レインボーバタフライプロジェクト」	

メッセージ 
メッセージボード	 ３３名	

ちょちょメッセージ	 ７９名	

フェイスブックいいね！	 １５７名	

講演会・勉強会参加者数	 ３１８名	

パネル展来場者数	 のべ３００名	

合計	 ８８７名	



地域のオピニオンリーダーである、政治家を中心にご理解いただきメッセージをいただく 
ことで、多様性の理解を深める雰囲気作りを中心に活動いたしました。 
最終的には広島県知事昼食懇談会に招待され、ヒアリングをしていただきました。 
メッセージも書いていただき、来年度の広島県の指針に盛り込むことをお約束して 
いただきました。	

現在の達成度と、団体としての見解	

～２０１６年度～	

～２０１７年度～	

今年度の動きを踏まえて、来年度は会社経営者や行政職員、学校教育の現場職員、 
一般県民の理解者（アライ）を増やしていくことを目標に引き続き活動していきます。 
さらに広島市の大きなイベントへのブース出展を予定。県内外から多くの来場者を 
見込んでおり、さらなるプロジェクトの認知と一般の県民・市民の方の理解とが期待されます。	



イベント・企画実施・取り組み、メディア出演の様子	

●講演会・勉強会・ヒアリング	

2016.08.21　広島市にて講演会 
2017.0１.25　福山市にて講演会 
2017.02.09　廿日市市にて講演会 
2017.02.16　湯崎知事昼食懇談会出席 
2017.03.12　府中市にて講演会＆パネル展示　　	

※2017年3月12日府中市内での講演会	

※2017年1月25日 
　 福山市主催講演会	

※2016年8月20日 
　 広島市内での講演会	



イベント・企画実施・取り組み、メディア出演の様子	

●啓発パネル展	

2016.12.04～10　人権週間に伴い、広島県庁や福山市内公共施設２ヶ所の 
　　　　　　　　　　　合計３ヶ所でパネル展 
2017.03.06～19　パネル展（広島市文化財団まちづくり市民交流プラザ） 
2017.03.12　府中市にて講演会＆パネル展示　　	

※2016.12.04～10　福山市内での展示	
※2017.03.06～19　広島市内での展示	

※2016.12.04～10　広島県庁での展示	



イベント・企画実施・取り組み、メディア出演の様子	

●メディア出演	

2017.03.07　ラジオ番組「おひるーな」出演　　	

プロジェクトアピール動画　　https://youtu.be/AD9MQrPoaZc 



寄付の使用用途、費用項目	

番号	 項　目	 内　訳	 金　額	 領収書	

１	 グッズ作成費	 レインボーピンバッチ作成費	 64,800 有	

２	 啓発パネル作成費	 パネル・フレーム代	 32,820 有	

３	 ポスター印刷代	 23,800 有	

４	 メッセージボード作成費	 パレバネ代	 756 有	

５	 講演会会場費	 25,920 有	

６	

広告宣伝費	

講演会チラシ印刷代	 2,710 有	

７	 メディア告知	 4,320 有	

８	 HPリニューアル	 39,998 有	

９	 意識調査費	 交通費	 51,000 無	

１０	 雑費	 4,500 無	

１１	 消耗品費	 講演会資料印刷代	 12,110 有	

１２	 2,800 無	

合計	 265,534 円	

【 寄付の使用用途　（今年度） 】 



寄付の使用用途、費用項目	

項　目	 内　訳	 金　額	

イベント出展料	 60,000 

パネル作成費	 当事者メッセージパネル作成費	 30,000 

グッズ作成費	 メッセージちょうちょ型紙作成費	 3,000 

缶バッチ作成費（600個）	 30,000 

レインボーちょうちょバッチ（500個）	 20,000 

イベント用写真フレームボード	 8,000 

意識調査費	 他団体との交流	 40,000 

パネル年間常設展示	 250,000 

合計	 441,000 円	

【 寄付の使用用途　（来年度予定） 】 


